
まえがき ＝近年，高層建築，長大橋などの大型構造物か

ら，情報機器，鉄道車両，船舶，自動車などにいたる各

種分野で軽量化が要求されている。そのための有効手段

の一つとして，機器・構造物の主構成材料である鉄鋼の

高強度化が指向されている1） ～�

るため，原理的に試験環境によらず遅れ破壊感受性を高

感度に迅速評価することが可能である。

　そこで本稿では，SSRT 法の特徴とその手順を紹介す

る。そして著者らが，SSRT 法を用いて遅れ破壊感受性









の影響を評価した例を以下に示す。


